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平成２３年３月３１日 

 
各 位             

                     会 社 名 郵船ロジスティクス株式会社 
                       代表者名  代表取締役社長  矢野 俊一         

                        （コード番号 ９３７０ 東証１部） 
 

                      問合せ先   IR 広報室長 益田 信介 
                 TEL    （０３）６７０３－８２３１ 

 
新中期経営計画"GO FORWARD, Yusen Logistics"策定のお知らせ 

                   
 郵船ロジスティクスグループは、このほど、２０１１年度から２０１３年度までの新たなグループ中期

経営計画"GO FORWARD, Yusen Logistics"を策定いたしましたので、お知らせいたします。 

 

 当社グループは、２００８年度を初年度とする３ヶ年のグループ中期経営計画「YAS Five-Star Project」

を策定し、「顧客ニーズに応える物流サービスを通して、豊かな社会の実現に貢献し、グループ企業価値の

向上に努める。」と言う旗印の下に世界に確固たる存在感のある「トータル・ロジスティクス・プロバイダ

ー」を目指してまいりました。この「YAS Five-Star Project」で掲げた営業・組織・基盤の三大戦略を着

実に実行に移し、新たな成長への基礎を固めました。 

 

 また、２０１０年２月２５日付で公表いたしました「日本郵船の物流事業と郵船航空サービスの事業統

合に関する基本合意書締結について」でご案内のとおり、当社グループは海/空のフォワーディングとコン

トラクト・ロジスティクスを事業の両輪とし、更なる企業価値の向上を目指して、２０１０年１０月に「郵

船ロジスティクス株式会社」に社名を改め、国内における物流事業の統合を実施いたしました。また、２

０１２年３月までには海外の物流事業を統合する予定です。 

  

  新生物流グループとして、当社グループの事業を一層力強く前進、発展させるべく新中期経営計画"GO 

FORWARD, Yusen Logistics"は、「統合と融合」、「飛躍」をキーワードに世界トップレベルの規模とサー

ビス品質を持った真のグローバル物流企業を目指し、更に大きな成長に向かってチャレンジしていく計画

であります。 

 

 尚、その概要及び定量的な目標に関しましては、別紙資料をご覧下さい。 

                                                                以 上      
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（注）上記業績予想は、本資料の発表日現在において当社の業務によって入手可能な情報や各種データに基づいて当社  

   が判断し作成したものでありますが、その完全性を保証するものではありません。また、実際の当社グループの 

   経営成績及び財務状態は、さまざまなリスク要因や不確実な要素により、上記の業績予想と大きく異なる可能性 

   があります。 



2011年3月31日

郵船ロジスティクス株式会社

中期経営計画（2011年度～2013年度）
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Ⅰ．統合と融合

Ⅲ．飛躍に向けて

Ⅱ．数値目標
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Ⅰ．統合と融合

Ⅲ．飛躍に向けて

Ⅱ．数値目標
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Ｉ. 統合と融合

3
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国際経済の発展に貢献し、高度で高品質な物流サービスの提供により、
顧客の信頼を得ることで企業価値を最大化する。

世界トップレベルの規模とサービス品質を持った
真のグローバル物流企業となる。

誠意誠意 創意創意 熱意熱意

ミッション

運営ビジョン

バリュー

Ⅰ－１．統合の完遂

① ミッション・ビジョン・バリュー

顧客中心主義 人間重視の経営 環境経営品質／現場主義
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Ⅰ－１．統合の完遂

② 統合（連結）スケジュール

2012年3月

10月1日

4月4月1月1月

「郵船ロジスティクス」
新体制スタート

「郵船ロジスティクス」
新体制スタート

5月5月 6月6月2月2月 3月3月 7月7月 ～～ 12月12月

2011年

10月10月 11月11月 12月12月

2010年

1月1月 2月2月 3月3月

2012年

10月～順次統合
中国、UAE、その他 ～ 海外事業統合完了予定

10月～順次統合
中国、UAE、その他 ～ 海外事業統合完了予定

海外新体制スタート
米国・英国・香港等
23ヵ国・地域の統合

海外新体制スタート
米国・英国・香港等
23ヵ国・地域の統合

7月 ～ フィリピン
インド等

10月～ タイ 統合

7月 ～ フィリピン
インド等

10月～ タイ 統合

4月1日～ 7月1日～予定

～3月末

41社41社連結対象連結対象 61社61社

【持分法適用会社を含む】
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Ⅰ－１．統合の完遂

③ 統合会社の事業規模

欧 州

96拠点

83万㎡
東アジア

72拠点

22万㎡
日 本

73拠点

7万㎡

南アジア・オセアニア

110拠点

57万㎡

米 州

61拠点

44万㎡

● 従業員数 約１６,６００人

● 物流事業拠点数 ４１２ヵ所

● 倉庫面積 ２１３万㎡

● 進出国 ３６ヵ国
（2010年9月末合算ベース。従業員数は、2010年3月末時点の人数） 6
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Ⅰ－２．融合の推進 － シナジーの極大化へ

■ グループバリュー（誠意・創意・熱意）の共有
■ グローバル物流企業への意識改革

■ 統合個社の有機的一体化、合理化、ＩＴシステム連携
■ 極中心の組織運営の深化

■ ３Ｄマネジメントの確立
■ グローバルコンプライアンス体制の再構築

社員意識の融合

組織の融合

ガバナンスの融合
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Ⅰ．統合と融合

Ⅲ．飛躍に向けて

Ⅱ．数値目標
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Ⅱ－１．最終年度数値目標

業績目標： 連結営業収益：5,000億円
連結経常利益： 185億円

（通貨: 円）

全統合対象 計（注）

YLK （連結）

全統合対象 計（注）

営業収益 経常利益

YLK （連結）

当期純利益

YLK （連結）

2012年度2010年度

5,000億

１兆

2011年度 2013年度

4,270億

150億

59億

1,627億

3,340億

94億

3,550億

3,720億

125億

115億

185億

（長期目標）
2011年1月31日

（注） 2012年3月までに統合対象の会社合計

35億35億 52億52億
82億82億

67億67億

時点見通し
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Ⅱ－１．最終年度数値目標

海上貨物（輸出）

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

2010年度 2011年度 2012年度 2013年度

全統合対象　計 （注）
YLK (連結）

取扱目標： 海上ﾌｫﾜｰﾃﾞｨﾝｸﾞ事業：100万TEU
航空ﾌｫﾜｰﾃﾞｨﾝｸﾞ事業： 50万ﾄﾝ

航空貨物（輸出）

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

2010年度 2011年度 2012年度 2013年度

YLK (連結）

(単位：TEU） (単位：トン）

440,000
510,000

750,000

1,000,000

360,000
400,000

500,000
450,000

（見通し） （見通し）

（注） 2012年3月までに統合対象の会社合計
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Ⅱ－２．セグメント別売上構成

① 事業セグメント別ポートフォリオ

Yusen Logistics

2013年度2010年度(見通し)

YLK（YAS）

NYK Logistics(統合対象のみ）

航空
33％

ロジスティクス
42％

ロジスティクス
8％

陸上
27％

海上
26％

海上
21％

その他
5％

その他
3％

航空
68％

その他
2％

ロジスティクス
23％

陸上
12％

海上
33％

航空
30％

その他
4％

ロジスティクス
25％

陸上
14％ 海上

24％
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Ⅱ－２．セグメント別売上構成

② 事業セグメント別推移

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0
その他 130

ロジスティクス 850

陸上 460

海上 790

航空 1,110

その他 90

ロジスティクス 1,130

陸上 590

海上 1,680

航空 1,510

連結営業収益

5,000億円

2013年度
Yusen Logistics

2010年度（見通し）
YLK（YAS）+NYK Logistics

3,340億円

（億円）
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Ⅱ－２．セグメント別売上構成

③ 地域セグメント別ポートフォリオ

Yusen Logistics

2013年度2010年度(見通し)

YLK（YAS）

NYK Logistics(統合対象のみ）

南アジア・
オセアニア
15％

米州
23％

南アジア・
オセアニア

13％ 米州
37％

欧州
37％

日本
50％

東アジア
13％

欧州
9％

米州
8％

東アジア
18％

日本
21％

東アジア
18％

欧州
19％南アジア・

オセアニア
18％

米州
24％

日本
23％

南アジア・
オセアニア

14％

東アジア
16％

欧州
24％
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Ⅰ．統合と融合

Ⅲ．飛躍に向けて

Ⅱ．数値目標
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Ⅲ．飛躍に向けて

熱意

誠意

創意

顧客中心主義

人間重視の経営 環境経営

品質/現場主義

CSR

IT組織

1. 事 業 戦 略

3. 地 域 戦 略 2. 営 業 戦 略

財務

３Dマネジメント

基 盤 戦 略

バリュー
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Ⅲ－１．事業戦略

① 海上フォワーディング事業

サービス品質と
価格競争力による
量的拡大

取扱目標 2013年度：１００万TEU

・キャリアとの

戦略的ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟと

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ仕入れ推進

・お客様のニーズを

満たすサービス品質

・Origin Cargo Management

サービスの拡大

・欧米のお客様に

アジア発着貨物の販売強化

世界トップ
クラスの

フォワーダーへ

営業戦略営業戦略 購買戦略購買戦略

商品・品質戦略商品・品質戦略

16
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Ⅲ－１．事業戦略

② 航空フォワーディング事業

グローバル・ネットワークを
強みとする商品開発と、
更なる品質向上による
販売拡大

・お客様ニーズへの柔軟な対応

・キャリアとの

戦略的ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟと

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ仕入れ推進

・ニーズを先取りした商品開発

・グローバルでの品質向上

・競争力のある商品価格

・欧米のお客様に

アジア発着貨物の販売強化

取扱目標 2013年度： ５０万トン

世界トップ
クラスの

フォワーダーへ

営業戦略営業戦略 購買戦略購買戦略

商品・品質戦略商品・品質戦略

17
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③ コントラクト・ロジスティクス事業

Ⅲ－１．事業戦略

No.1 Kaizen カンパニーをめざす

強い現場

・標準的な品質作り
・ニーズに合せた作りこみ
・徹底したコスト管理
・確実な立上げ

原価管理

先進技術
IT

環境対応

品質向上

人材育成

立上げ
支援

SWOT
弱点補強「No.1 Kaizen カンパニー」

としてブランド力強化により、
フォワーディング事業との
シナジー拡大

18
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Ⅲ－２．営業戦略

総合営業戦略ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ営業

■ 個別事業の営業深化 ⇒ PLUS ONE営業
⇒ 顧客ニーズに対応する総合営業

総合営業

■ 産業別アプローチによる物流最適化ソリューションの提供

ｿﾘｭｰｼｮﾝ営業

グローバルマーケットでYusen Logisticsブランドを確立する

■ グローバルネットワークでつながった組織営業
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欧州極

南アジア・
オセアニア極

東アジア極

米州極

日本極

グローバル
ヘッドクォーター

『 躍 動 』① グローバル営業

世界五極体制による
ネットワーク

20

Ⅲ－２．営業戦略
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産業別マーケティングによる、戦略的顧客アプローチ

Ⅲ－２．営業戦略

ヘルスケアー/
医療機器

自動車関連

ケミカル

環境エネルギー

プロジェクト関連

航空機関連リテール

テクノロジー

物流最適化
ソリューション

② ソリューション営業

21
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Ⅲ－２．営業戦略

③ 総合営業

欧米／アジア／日系顧客

航空フォワーディング

海上フォワーディング

コントラクト･ロジスティクスPlus One

産業特性
ノウハウ

地域特性
ノウハウ

ソリューションチーム

顧客ニーズに対応する総合営業

Plus One

22
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新興市場専任チームによる、戦略的市場開拓

Ⅲ－３．地域戦略

新 興 市 場

・ロシア
・ブラジル
・バングラデシュ
・カンボジア
・ミャンマー

重点地域の成長戦略

23

・ベトナム
・インドネシア
・タイ
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10

16

21

30

890

975

1,050

840

0

200

400

600

800

1,000

1,200

2010 2011 2012 2013年度

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

① 日本極

拠点数：73 倉庫面積：7万㎡

Ⅲ－３．地域戦略

営業収益
（全統合対象 計)

営業収益（YLK 連結）

営業利益
（全統合対象 計)

営業利益（YLK 連結）

※2010年10月29日時点の見通し

※

営業収益 1,050 億円

営業利益 30 億円

経常利益 31 億円

25 億円

 （事業戦略） ・営業体制・人員強化による

　海上フォワーディング事業強化

・輸入営業、通関業務体制の強化

 （営業戦略） ・自動車、航空機、環境、医療医薬産業への拡販

 （地域戦略） ・羽田を含むゲートウェイでのサービス強化

【重点施策】 海上フォワーディング事業強化
　　　　　　 新規輸送商品の開発と三国間物流取込み

２０１３年度

３ヶ年投資総額

（単位：億円）
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35

29
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6

1,050

890
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50

780

9

② 米州極

Ⅲ－３．地域戦略

拠点数：61 倉庫面積：44万㎡

営業収益
（全統合対象 計)

営業収益（YLK 連結）

営業利益
（全統合対象 計)

営業利益（YLK 連結）

※2010年10月29日時点の見通し
※

営業収益 1,250 億円

営業利益 35 億円

経常利益 35 億円

25 億円

 （事業戦略） ・航空及び海上フォワーディング事業の拡大

　 ・インターモダル輸送でのマーケット・シェアの拡大

・通関業務体制の強化

 （営業戦略） ・リテール産業、生鮮食品の取扱拡大

・グローバル企業へのフォワーディング販売強化

 （地域戦略） ・北米クロスボーダーと欧米間、北南米間トレード拡大

２０１３年度

【重点施策】　グローバル企業への販売強化
　　　　　　　輸出入フォワーディングの積極販売

３ヶ年投資総額

（単位：億円）
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③ 欧州極

Ⅲ－３．地域戦略

拠点数：96 倉庫面積：83万㎡

営業収益
（全統合対象 計)

営業収益（YLK 連結）

営業利益
（全統合対象 計)

営業利益（YLK 連結）

（単位：億円）

※2010年10月29日時点の見通し
※

営業収益 980 億円

営業利益 28 億円

経常利益 26 億円

25 億円

 （事業戦略） ・域内配送網の強化、ULD推進等、

　ゲートウェイ機能を強化　

 （営業戦略） ・自動車、医薬品、リテール産業における

　現地企業への輸出入販売強化

 （地域戦略） ・欧米間トレードの拡大

・トルコ・黒海地域：　新たなマーケットへの挑戦

・アドリア海地域：　中東欧へのゲートウェイの構築

・北アフリカ地域：　南欧会社の事業展開

【重点施策】　グローバル企業への販売強化
　　　　　　　欧州域内配送網の整備

２０１３年度

３ヶ年投資総額
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④ 東アジア極

Ⅲ－３．地域戦略

拠点数：72 倉庫面積：22万㎡

営業収益
（全統合対象 計)

営業収益（YLK 連結）

営業利益
（全統合対象 計)

営業利益（YLK 連結）

※2010年10月29日時点の見通し
※

営業収益 890 億円

営業利益 33 億円

経常利益 33 億円

35 億円

 （事業戦略） ・複合輸送（SEA&AIR、鉄道)、香港経由ﾘｺﾝｿﾘ、

　ﾌｪﾘｰ輸送の商品化

・上海と武漢・重慶・成都間の自社運営による

　トラック網構築

 （営業戦略） ・ケミカル、医薬品、化粧品、食品、自動車産業への拡販

 （地域戦略） ・重点強化： 中国内陸（武漢、重慶、成都、鄭州）、

　華北地区（長春）

・重点トレード先：　欧米、中南米、アジア域内

【重点施策】　アジア域内物流・自社ﾈｯﾄﾜｰｸの拡大
　　　　　　　中国国内での業容拡大

２０１３年度

３ヶ年投資総額

（単位：億円）
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⑤ 南アジア・オセアニア極

Ⅲ－３．地域戦略

拠点数：110 倉庫面積：57万㎡

営業収益
（全統合対象 計)

営業収益（YLK 連結）

営業利益
（全統合対象 計)

営業利益（YLK 連結）

※
※2010年10月29日時点の見通し

営業収益 890 億円

営業利益 59 億円

経常利益 60 億円

40 億円

 （事業戦略） ・複合輸送、定温輸送等、顧客ニーズに対応する

　商品の多様化

 （営業戦略） ・自動車をはじめとする産業別営業アプローチの拡大

 （地域戦略） ・アジアにおける生産拠点の分散及び消費・内需拡大

　への対応強化

・インド、インドネシア、ベトナムへの積極投資

・新規マーケット開拓（バングラデシュ・カンボジア等）

【重点施策】　新興国への重点投資
　　　　　　　アジア域内物流、欧米間ﾄﾗﾌｨｯｸの拡大

２０１３年度

３ヶ年投資総額

（単位：億円）
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■ 総合物流を担う人材の育成

・グローバルな人材育成の促進と戦略的採用

・グループ人事交流による営業・業務知識の共有と能力開発

■ 極体制の整備と機能強化

・営業部門、事業部門、コーポレート部門の体制確立

・迅速で柔軟な経営判断を支える極機能の強化

人材への先行投資・極体制の強化

Ⅲ．基盤戦略

① 人事戦略／組織戦略
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■ グローバルコンプライアンス体制の再構築

■ グローバルガバナンス体制の再構築

■ 内部監査体制の再構築

■ 環境経営

Ⅲ．基盤戦略

② ＣＳＲへの取組み

コンプライアンスとガバナンス体制の再構築
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Ⅲ．基盤戦略

③ ＩＴ戦略

グローバルＩＴ戦略による高品質サービスの提供

■ 物流マネジメントシステムによるお客様への物流最適化
ソリューションの提供

■ グローバル基幹システムによる各種物流情報の提供
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■ 新しい企業体として資金効率の向上／管理会計の充実

■ IFRS導入準備

Ⅲ．基盤戦略

④ 財務戦略

⑤ ステークホルダーへの貢献

■ 新しい企業体として適時・適正な情報提供

■ 安定配当 目標配当性向：20％（連結）
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本資料に関するお問い合わせ先

郵船ロジスティクス株式会社 IR広報室
TEL: 03-6703-8231
FAX: 03-3578-3553

e-mail: yljpird@jp.yusen-logistics.com
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